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王
夫
之
の
李
賢
批
判
に
つ
い
て

は
じ
め
に

明
の
遺
老
と
し
て
生
き
抜
い
た
主
夫
之
(
一
六
一
九

1
一
六
九
二
〉
は
、
そ

の
著
作
の
随
所
で
、
主
学
左
派
の
李
賛
(
一
五
二
七

1
一六

O
二
)
に
筆
款
を

加
え
て
い
る
。
明
末
清
初
の
一
ニ
大
儒
に
つ
い
て
言
え
ば
、
李
首
に
批
判
を
加
え

た
者
は
、
王
夫
之
に
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
責
宗
義

C
六一

0
1
一
六
九
五
)

は
、
『
明
儒
学
案
』
に
李
賀
の
伝
を
立
て
ず
、
「
李
卓
吾
は
狂
禅
を
鼓
唱
す
」
(
『
明

儒
学
案
』
巻
三
五
「
歌
定
向
伝
」
〉
と
寸
評
を
下
し
、
顧
炎
武
(
一
六
一
一
ニ

1

一
六
八
二
)
は
、
「
古
よ
り
以
来
、
小
人
の
忌
悌
無
く
し
て
聖
人
に
敢
え
て
叛

き
し
者
、
李
賢
よ
り
甚
だ
し
き
は
英
し
」
ハ
司
日
知
録
』
巻
二

O
「
苧
肉
」
)
と

酷
評
し
て
い
る
。
李
授
の
遺
著
は
清
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
四
庫
全
書
総
目

提
要
』
で
も
異
端
の
蓄
と
し
て
筆
誌
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
儒

教
へ
の
反
逆
者
と
さ
れ
た
李
賢
へ
の
批
判
は
枚
挙
し
き
れ
な
い
。

本
稿
で
わ
ざ
わ
ざ
玉
夫
之
の
李
賀
批
判
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
の
は
、
そ
の

批
判
が
、
李
賛
は
孔
子
を
批
判
し
た
な
ど
と
い
う
皮
相
な
批
判
で
は
な
く
、
全

面
的
で
両
者
の
思
想
の
本
質
に
関
わ
る
徹
底
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
王
央

之
は
、
特
に
、
李
賀
が
そ
の
経
世
の
精
神
を
託
し
た
『
蔵
書
』
に
つ
い
て
敵
視

四
四

佐

藤

錬

太

郎

し
、
『
読
通
鑑
論
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
も
批
判
対
象
と
し
て
強
く
意
識

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
明
末
清
初
の
思
想
史
展
開
を
考
え
る
上
で

必
要
な
作
業
の
一
環
と
し
て
、
王
央
之
が
李
賢
の
主
著
『
蔵
書
』
を
ど
の
よ
う

な
観
点
か
ら
批
判
し
て
い
る
白
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
『
蔵
書
』
と
『
読

通
鐙
孟
師
』
と
の
比
較
を
中
心
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

『
蔵
書
』
六
十
八
巻
は
、
李
賢
が
万
暦
九
年
か
ら
万
暦
一
一
十
五
年
三
五
九

一
)
に
か
け
て
執
筆
し
た
紀
伝
体
の
歴
史
評
論
書
で
あ
り
、
戦
国
初
か
ら
元
代

(
1
)
 

ま
で
の
歴
史
人
物
を
題
材
と
し
た
政
治
思
想
番
で
あ
石
。
初
版
は
、
万
暦
二
十

七
年
(
一
五
九
九
〉
に
刊
行
さ
れ
た
。
『
読
通
鑑
論
』
三
十
巻
は
、
三
藩
の
乱
を

経
て
清
朝
の
支
配
が
確
立
し
た
後
、
玉
夫
之
が
康
問
二
十
六
年
か
ら
康
照
三
十

年
(
一
六
九
一
〉
に
か
け
て
執
筆
し
た
編
年
体
の
歴
史
評
論
書
で
あ
り
、
秦
か

ハ
2
v

ら
五
代
ま
で
の
歴
史
を
題
材
と
し
た
政
治
思
想
書
で
あ
る
。
初
版
は
同
治
四
年

(
一
八
六
五
)
に
刊
行
さ
れ
た
。
両
書
の
執
筆
時
期
は
、
明
朝
滅
亡
を
中
間
に

挟
み
、
ほ
ぽ
一
世
紀
を
隔
て
て
い
る
。

玉
夫
之
の
李
賢
批
判
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
稿
文
甫
「
王
船
山
与
李
卓
吾
」

(
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
一
年
第
六
期
)
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
拠
る

と
、
両
者
の
対
立
点
は
人
欲
観
に
在
り
、
五
夫
之
は
慎
重
か
つ
条
件
付
き
で
人



グ押1、吋手勢、よ ιrも

欲
を
肯
定
し
、
天
理
と
人
欲
、
道
心
と
人
心
を
峻
別
す
る
と
い
う
正
学
の
立

場
か
ら
、
李
賢
が
人
欲
を
簡
単
明
瞭
に
肯
定
し
た
こ
と
を
異
端
と
し
て
批
判
し

た
、
と
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
李
簡
が
宋
明
道
学
の
禁
欲
主
義
に
対
し
て

根
本
か
ら
反
対
攻
撃
し
て
い
る
の
に
対
じ
、
玉
夫
之
は
宋
明
道
学
を
基
礎
と
し

て
改
造
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
根
本
的
に
対
立
す
る
、
と
し
て
い

品
川
だ
が
、
被
治
者
の
生
存
欲
求
を
肯
定
し
て
現
実
的
政
策
を
追
求
す
る
点

で
、
両
者
の
人
欲
に
関
す
る
見
解
は
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、
対
立
し
て
い

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

例
え
ば
、
李
白
は
『
明
灯
道
古
録
』
上
巻
第
一

O
章
で
は
「
仁
義
之
心
」
を

尊
重
す
る
道
徳
的
観
点
か
ら
多
欲
を
戒
め
、
天
賦
の
自
然
で
あ
る
「
勢
利
之

心
」
を
焔
正
す
る
後
天
的
「
習
」
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
明
灯
道
古
録
』

上
巻
第
一
五
章
で
は
、

上
な
る
者
又
こ
れ
に
強
い
て
我
に
従
は
し
む
る
を
肯
ん
ぜ
ず
、
只
だ
其
白

力
目
能
く
為
す
所
と
、
心
の
為
さ
ん
と
欲
す
る
所
と
、
勢
の
必
ず
為
す
所

ゆ
る

の
者
に
就
き
て
以
て
こ
れ
を
聴
せ
ば
、
則
ち
千
万
町
其
の
人
、
各
ミ
其
の

千
万
人
の
心
を
得
、
千
万
O
其
の
心
、
各
ミ
其
の
千
万
人
の
欲
を
遂
げ
ん
。

と
述
べ
、
吏
に
『
焚
書
』
巻
一
「
答
郡
石
陽
」
で
、
「
穿
衣
喫
飯
即
ち
是
れ
人

倫
物
理
な
り
、
穿
衣
喫
飯
を
除
却
せ
ば
、
倫
物
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
李
首
が
肯
定
し
た
人
欲
と
は
、
人
聞
が
生
存
要
件
で
あ
る
衣
食
を
満
た
そ

う
と
す
る
欲
求
で
あ
る
。
玉
夫
之
も
ま
た
、
後
天
的
「
習
」
を
重
視
す
る
と
同

時
に
、
墨
田
四
書
大
全
読
』
巻
四
「
論
語
・
星
仁
篇
」
で
、
「
人
欲
の
各
ミ
得

る
、
即
ち
天
理
の
大
同
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
の
人
欲
観
は
基
本
的
に

ハ
3
v

は
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
玉
夫
之
が
李
賀
を
批
判
し
た
理
由
を
考
え

る
必
要
が
生
じ
る
。
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玉
夫
之
の
李
賢
批
判
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
主
ず
、
『
蔵
書
』
と
『
読
通
鑑
識
』
と
を
中
心
に
比
較
し
、
両

書
の
思
想
上
町
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
主
夫
之
の
諸
著
作

〔

4〕

に
見
え
る
李
質
批
判
の
実
態
と
理
由
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

大
方
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

『
蔵
書
』
と
『
読
逮
鑑
論
』
の
共
通
点

ま
ず
、
便
宜
上
、
(
イ
)
学
問
観
、
(
ロ
)
歴
史
観
、
(
ハ
)
政
治
観
に
分
け

て
李
賢
と
王
夫
之
の
見
解
の
共
通
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

(
イ
)
学
問
観
|
|
経
世
致
用
の
学

李
賀
は
『
蔵
書
』
に
つ
い
て
『
続
焚
書
』
巻
一
「
与
秋
子
建
」
で
は
、
「
万

世
治
平
之
書
」
と
称
し
、
か
っ
『
蔵
書
』
巻
三
五
「
行
業
儒
臣
伝
」
評
で
、

「
治
は
時
に
凱
ふ
を
貴
び
、
学
は
世
を
経
す
る
を
必
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
政
治
に
有
用
な
学
問
を
重
視
し
て
い
る
。
主
夫
之
も
ま
た
、
『
読
通
鑑
議
』

巻
一
七
「
元
帝
」
に
於
い
て
、

五
経
・
語
・
孟
の
文
字
の
多
少
を
数
へ
て
こ
れ
を
総
記
し
、
(
中
略
〉
飽
食

終
日
、
以
て
無
益
の
較
訂
に
役
役
と
し
て
、
発
し
て
文
章
を
為
り
、
筋
賑

排
偶
を
修
り
て
以
て
工
と
為
す
。
身
心
に
於
い
て
何
ぞ
与
ら
ん
や
。
倫
物

に
於
い
て
何
ぞ
与
ら
ん
や
。
政
教
に
於
い
て
何
ぞ
与
ら
ん
や
。

と
述
べ
て
、
経
世
致
用
の
学
聞
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
史
書

の
持
つ
政
治
上
司
鑑
戒
性
を
認
識
し
て
史
学
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
李

賛
は
、
事
実
性
と
鑑
戒
性
を
兼
備
し
た
史
書
に
経
書
と
同
等
の
価
値
を
与
え
、

『
読
升
庵
集
』
巻
七
「
経
史
相
為
表
裏
」
で
は
、
「
経
と
史
は
一
物
な
り
。
(
中

略
)
故
に
六
経
は
皆
史
な
り
と
謂
ひ
て
可
な
り
」
と
断
言
し
て
い
る
。
王
夫
之

も
ま
た
、
『
読
通
鑑
論
』
巻
六
「
光
武
」
で
、

四
五
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中
国
l
社
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と
文
化

第
二
号

史
に
貴
ぶ
所
の
者
は
、
往
を
述
べ
て
以
て
来
者
の
師
と
為
す
な
り
。
史
を

為
る
者
、
記
載
徒
ら
に
繁
く
し
て
経
世
の
大
略
著
は
れ
ず
、
後
人
其
の
得

失
の
枢
機
を
得
て
以
て
之
れ
に
効
ひ
法
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
由
る
無
く
ん

ば
、
則
ち
悪
ん
ぞ
史
を
用
ふ
る
を
為
さ
ん
や
。

と
述
べ
て
お
り
、
史
書
に
と
っ
て
政
治
的
鑑
戒
性
を
不
可
欠
の
も
の
と
見
な
し

て
い
る
。
学
問
、
特
に
史
学
に
関
す
る
両
者
の
昆
解
は
経
世
致
用
の
学
と
い
う

点
で
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

〈
乙
歴
史
観

李
却
は
『
蔵
書
』
巻
一
「
世
相
吋
整
嗣
」
に
拠
る
と
、
歴
史
変
化
を
治
乱
の
循

環
と
し
て
捉
え
、
そ
の
循
環
変
化
に
何
人
も
逆
ら
え
な
い
必
然
的
「
勢
」
を
認

め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
主
夫
之
は
、
『
恩
間
録
』
外
篇
第
五
条
で
、

治
乱
の
循
環
は
、
一
陰
陽
動
静
の
幾
な
り
。
ム
マ
乱
極
ま
り
て
治
ま
る
と
云

ふ
は
、
猶
ほ
言
ふ
可
き
な
り
。
借
り
て
治
極
ま
り
て
乱
る
と
臼
ふ
は
、
其
れ

可
な
ら
ん
や
。
ハ
中
略
)
乱
に
方
り
て
治
人
生
じ
、
治
法
未
だ
亡
び
ざ
れ
ば
、

乃
ち
治
ま
る
。
治
に
方
り
て
乱
人
生
じ
、
治
法
弛
め
ば
、
乃
ち
乱
る
。

と
批
判
し
て
い
る
。
李
賛
が
治
か
ら
乱
へ
の
変
化
を
必
然
的
変
化
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
王
夫
之
は
人
事
と
法
制
に
因
る
変
化
と
し
て
い
る
の
で
、
一
見

異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
歴
史
の
展
開
に
必
然
的
な
時
勢
を
見
い
だ
し

て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

但
し
、
王
夫
之
は
『
宋
論
』
巻
七
「
哲
宗
」
で
、
「
必
然
の
勢
に
順
ふ
者
は
、

理
な
り
」
と
述
ベ
、
『
読
四
書
大
全
語
』
巻
九
「
孟
子
・
離
誌
上
」
で
も
、
「
理

と
勢
は
以
て
両
被
溝
分
す
可
か
ら
ざ
る
を
知
る
」
、
「
勢
の
必
然
な
る
処
に
在
り

て
理
を
見
る
」
と
規
定
し
、
更
に
、
『
読
通
鑑
議
』
巻
二
四
「
徳
宗
」
で
、
「
治

に
は
治
の
理
有
り
、
乱
に
は
乱
の
理
有
り
」
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
代

一
四
六

。
社
会
的
潮
流
と
し
て
の
「
勢
」
の
中
に
、
秩
序
性
、
法
則
性
と
し
て
の
「
理
」

を
認
め
て
、
政
治
上
の
人
為
的
責
任
を
貫
く
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
、

李
賛
が
人
は
時
代
の
必
然
的
成
り
行
き
と
し
て
の
「
勢
」
に
順
う
他
な
い
と
考

え
た
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
玉
夫
之
は
、
李
賛
の
歴
史
観
を
無
責
任
な

も
の
と
し
て
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
歴
史
観
に
於
け
る
も
う
一
つ
の
共
通
点
は
、
正
統
論
に
関
す
る
客
観

的
な
腔
史
認
識
に
あ
る
。
李
賢
は
『
蔵
書
』
の
「
世
紀
列
伝
総
目
」
に
明
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
理
念
的
な
正
統
主
朝
を
設
定
せ
ず
、
現
実
の
勢
力
版
閣
に
基

づ
い
て
複
数
の
王
朝
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
主
夫
之
も
ま
た
『
読
通
鑑
論
』

の
「
叙
論
」
で
、

正
統
の
説
は
、
其
の
よ
り
て
蹴
ま
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
信
号
天
下

町
生
、
一
治
一
乱
す
ロ
其
白
治
に
当
た
り
、
不
正
な
る
者
以
て
相
刊
す
無

し
。
而
る
に
何
ぞ
正
に
有
ら
ん
。
其
の
乱
に
当
た
り
、
既
に
不
正
な
り
。

而
る
に
又
敦
れ
を
か
正
と
為
す
。
離
有
り
絶
有
り
、
国
よ
り
統
無
き
な

り
。
而
る
に
又
、
何
の
正
と
不
正
と
あ
ら
ん
や
。

と
述
べ
て
正
統
論
を
否
定
し
て
お
り
、
現
実
主
義
的
な
歴
史
認
識
を
示
し
て
い

る
。
両
者
の
歴
史
観
の
最
大
の
共
通
点
は
、
こ
の
歴
史
認
識
に
基
づ
い
て
歴
史

《

5
》

変
化
を
是
認
し
て
い
る
点
に
在
る
。

(
ハ
)
政
治
観

両
者
と
も
政
治
的
変
法
論
者
で
あ
る
。
幸
品
質
は
『
蔵
書
』
巻
一
ニ
七
「
劉
向

伝
」
評
ハ
『
焚
書
』
巻
一
ニ
「
戦
聞
出
諭
」
〉
で
、

夫
れ
春
秋
の
後
は
戦
国
と
為
る
。
既
に
戦
国
の
時
と
為
れ
ば
、
自
ら
戦
国

の
策
有
り
。
蓋
し
世
と
与
に
推
移
す
る
は
、
其
の
道
必
ず
爾
明
。

と
述
べ
て
、
時
代
目
推
移
に
連
れ
て
経
世
の
方
策
も
変
化
す
べ
き
こ
と
を
説
い



川市立.;'~;"さI'C，'''_'t;~;'仁川市 ξ;};.::ρ\~"，.， 守 ζ 岬!，，~二二吋川 井

て
王
覇
論
を
否
定
し
て
い
る
。
主
夫
之
も
ま
た
、
『
読
通
鑑
論
』
巻
一
「
秦
始

皇
」
で
、
郡
県
制
に
つ
い
て
是
と
し
て
、
「
勢
の
趨
く
所
な
り
、
量
に
理
に
非

ず
し
て
能
く
然
ら
ん
や
」
し
乙
述
べ
、
李
認
と
同
様
に
柳
宗
元
の
封
建
論
に
与
L

て
い
る
。
以
上
自
如
く
、
両
者
の
政
治
観
は
政
策
の
変
化
を
必
然
と
見
て
い
る

点
で
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
者
と
も
華
夷
の
強
弱
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
点
で
同
じ
で
あ

り
、
更
に
重
要
な
一
致
点
は
、
治
人
と
修
己
を
区
別
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
例

え
ば
、
李
関
は
『
蔵
書
』
巻
三
五
「
行
業
儒
臣
伝
」
評
で
、
南
宋
白
危
機
的
状

況
下
で
朱
子
が
強
兵
政
策
よ
り
も
官
僚
の
道
徳
的
正
し
さ
を
厳
格
に
要
求
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、

或
い
は
聖
人
の
正
心
誠
意
の
学
は
、
直
だ
内
侍
一
身
母
為
に
設
け
ら
れ
、

願
っ
て
夫
の
夷
狭
と
中
国
と
の
強
弱
に
在
ら
ざ
る
か
。
則
ち
又
何
ぞ
正
心

誠
意
を
貴
ぶ
を
為
さ
ん
や
。
然
れ
ど
も
、
古
よ
り
今
に
及
ぶ
ま
で
、
能
く

小
人
を
去
る
を
以
て
謂
ひ
て
君
子
と
為
す
者
多
し
。
独
り
先
生
の
み
な
ら

ゆ
ゑ

ん
や
。
一
己
の
苦
惑
を
快
く
し
て
無
窮
の
毒
害
を
流
す
。
偽
学
の
禁
以
有

る
な
り
。

と
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
僚
個
人
の
修
身
問
題
の
解
決
に
よ
っ
て
政
治

問
題
の
解
決
を
計
る
こ
ー
と
は
で
き
、
ほ
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
李

設
は
、
『
蔵
書
』
に
於
い
て
為
政
者
個
人
に
対
す
る
道
徳
的
評
価
と
政
治
的
評

価
を
区
別
し
、
朱
子
学
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
主
夫
之
も
ま
た
個
人
道
徳
に

関
す
る
修
己
と
政
治
問
題
で
あ
る
治
人
を
区
別
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
読
通

鑑
論
』
巻
二
四
「
唐
・
徳
宗
」
で
、

治
道
官
言
ふ
者
、
財
利
を
言
ふ
を
部
み
、
劉
且
置
を
斥
け
て
小
人
と
為
す
。

長
の
君
子
た
る
を
得
ざ
る
や
、
自
ら
在
る
有
り
。
財
を
理
む
る
を
以
て
こ

3:.，:;¥ーにわ明京刊明主計亡ヘ人 町

王
夫
之
の
李
賢
批
判
に
つ
い
て

れ
を
斥
く
る
は
、
倍
騒
浮
薄
の
言
に
し
て
君
子
の
正
論
に
非
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
様
に
、
道
徳
的
評
価
と
政
治
的
評
価
吉
区
別
し
て
い
る
。
王
夫

之
が
、
『
読
図
書
大
全
説
』
巻
一
「
大
学
」
伝
十
章
で
、
「
国
の
家
に
於
け
る

や
、
人
地
既
に
殊
な
り
、
理
勢
自
ら
別
な
れ
ば
、
則
ち
情
は
相
伴
し
か
ら
ず
、

〈

6
v

道
は
須
く
別
に
建
つ
ベ

L
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
そ
の
一
証
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
政
治
を
道
徳
と
区
別
し
て
い
る
点
で
、
両
者
の
政
治
観
は

基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
の
対
立
点
す
も
ま
た
、
こ
こ
に
在

る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
両
者
の
見
解
の
対
立
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

『
蔵
書
』
と
『
読
通
鑑
論
』
の
相
違
点

両
者
の
見
解
の
相
違
が
顕
著
に
表
れ
る
の
は
、
政
治
観
に
お
け
る
義
利
論
で

あ
る
。
両
者
の
人
事
論
、
民
衆
観
の
相
違
も
義
利
論
に
お
け
る
対
立
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
(
イ
)
義
利
論
、
(
ロ
)
人
事
論
、
(
ハ
〉

民
衆
論
、
(
自
己
理
気
論
に
分
け
て
見
解
の
相
違
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

〔
イ
)
義
利
論

李
賢
は
『
蔵
書
』
巻
三
三
「
徳
業
儒
臣
後
論
」
に
於
い
て
、
人
聞
が
私
的
利

益
を
求
め
る
事
を
自
然
の
勢
い
と
認
め
る
政
治
的
観
点
か
ら
、
利
益
追
求
を
否

定
し
て
道
徳
的
正
義
の
追
求
の
み
を
是
認
す
る
義
利
論
に
つ
い
て
批
判
を
加
え

て
い
る
。
ま
た
、
『
明
灯
道
古
録
』
上
巻
第
一

O
章
で
、

若
し
果
し
て
義
を
行
ふ
の
心
有
り
、
又
本
も
と
是
れ
義
を
重
ん
ず
る
の
人

な
れ
ば
、
則
ち
終
日
利
を
言
ふ
と
雌
も
、
亦
走
れ
終
日
義
を
行
ふ
な
り
。

但
だ
此
等
の
人
は
絶
へ
て
少
な
く
、
多
く
は
且
疋
れ
名
を
義
を
行
ふ
に
托
し

て
実
は
殺
り
て
以
て
利
と
為
す
者
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
李
賢
は
、
目
的
が
正
義
を
実
践
す
る
為
な
ら
ば
、
利

四
七
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第
二
号

一
方
、
主
夫
之
は
『
読
通
鑑
語
』

益
追
求
を
肯
定
し
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

巻
一
四
「
東
晋
・
京
帝
」
に
於
い
て
、

天
下
の
大
防
に
二
あ
り
。
中
国
、
爽
獄
な
り
。
君
子
、
小
人
な
り
。
〔
中

略
〉
鴨
呼
、
小
人
の
君
子
を
乱
る
は
、
夷
炊
の
華
夏
を
乱
る
に
殊
な
る
無

し
。
〈
中
略
〉
天
下
の
大
防
に
二
あ
り
て
其
の
帰
す
る
や
一
な
り
。
一
と
は

何
ぞ
や
。
義
利
の
分
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
義
と
利
と
を
峻
別
し
て
い
る
。
こ
れ
は
義
を
追
求
す

る
の
が
君
子
で
あ
り
、
利
を
追
求
す
る
の
が
小
人
で
あ
る
、
と
い
う
伝
統
的
義

利
論
に
外
な
ら
な
い
。
王
夫
之
は
、
利
益
追
求
と
正
義
の
追
求
と
は
一
致
し
な

い
と
考
え
て
い
る
。

(
ロ
〉
人
事
論

李
賢
は
『
蔵
書
』
巻
一

O
「
容
人
大
臣
伝
」
評
に
お
い
て
、
道
徳
を
基
準
に

し
て
君
子
町
み
を
登
用
し
て
小
人
を
龍
免
し
よ
う
と
す
る
人
事
を
批
判
し
、

後
儒
は
好
悪
の
理
を
識
ら
ず
、
一
旦
人
の
国
を
操
れ
ば
、
務
め
て
君
子
を

択
ぴ
て
小
人
を
去
ら
ん
と
し
、
以
て
好
悪
白
正
し
き
を
得
と
為
す
。
夫
れ

夫
に
陰
陽
有
り
、
地
に
柔
剛
有
り
、
人
に
君
子
小
人
有
り
、
何
ぞ
無
す
可

け
ん
や
。
君
子
回
よ
り
才
有
り
、
小
人
独
り
才
無
き
か
。
君
子
園
よ
り
欝

お
が

用
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
楽
わ
ん
。
彼
の
小
人
な
る
者
の
み
独
り
黄
践
に
老
死

す
る
に
甘
心
す
る
を
肯
ん
ぜ
ん
や
。
且
正
れ
皆
所
無
き
を
以
て
之
れ
を
し
て

不
平
の
恨
み
有
ら
し
む
可
か
ら
ず
。

と
述
べ
て
能
力
主
義
的
人
材
登
用
論
を
展
開
し
て
い
る
。
玉
夫
之
は
義
利
論
に

就
い
て
見
た
よ
う
に
、
小
人
を
登
用
す
る
こ
と
を
中
国
の
安
否
に
関
わ
る
こ
と

と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
人
材
登
用
の
基
準
と
し
て
個
人
の
道
徳
性
を
重
視
す

る
点
で
、
李
副
民
と
正
反
対
で
あ
る
。

四
パ

ハ
ハ
)
民
衆
観

貿
易
商
を
先
祖
と
す
る
李
賛
は
、
嘉
靖
六
年
に
福
建
省
の
沿
海
商
業
都
市
で

あ
る
泉
州
り
貧
し
い
読
書
人
の
家
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
一
二
十
一
年
に
二
十
五
歳
で

福
建
の
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人
と
な
っ
て
お
り
、
嘉
清
三
十
五
年
に
河
南
省
輝

県
教
諭
に
任
官
す
る
ま
で
泉
州
で
生
活
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
為

か
、
商
人
に
対
し
て
同
情
的
で
、
『
焚
書
』
巻
一
一
「
又
与
焦
弱
侯
」
で
は
、

且
つ
商
珂
も
亦
何
の
除
し
む
可
き
か
こ
れ
有
ら
ん
。
数
万
の
貨
を
挑
み
、

風
濃
の
険
を
経
て
、
辱
し
め
を
関
吏
に
受
け
、
読
を
市
場
に
忍
び
、
辛
勤

万
状
に
し
て
挟
む
所
の
者
は
重
く
、
得
る
所
の
者
は
末
な
り
。
然
れ
ど

も
、
必
ず
卿
大
夫
り
門
に
交
結
し
て
、
然
る
後
に
以
て
其
の
利
を
収
め
て

其
の
害
を
遠
ざ
く
可
し
。
安
ん
ぞ
能
く
倣
然
と
し
て
公
卿
大
夫
の
上
に
坐

せ
ん
や
。

と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
主
夫
之
は
、
万
暦
四
十
七
年
に
湖
南
省
衡
陽
の
官
僚

の
家
に
生
ま
れ
、
崇
禎
十
五
年
に
二
十
四
歳
で
武
昌
の
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人

と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
、
崇
禎
十
七
年
り
明
朝
滅
亡
と
い
う
混
乱
し
た
時
局
に

身
を
置
い
て
、
夷
獄
で
あ
る
清
朝
に
与
す
る
商
人
の
営
利
活
動
の
害
を
目
に
し

て
か
、
『
読
通
鑑
論
』
巻
一
回
「
東
晋
・
京
帝
」
で
は
、

商
買
は
、
小
人
の
類
に
於
い
て
巧
と
為
し
、
而
し
て
人
り
性
を
蔑
し
、
人

は
な
は
だ

の
生
を
賊
ふ
こ
と
、
己
虚
し
と
為
す
者
な
り
。
(
中
略
〉
夫
れ
夷
の
撃
を
乱

す
や
久
し
。
押
れ
て
こ
れ
を
召
し
、
利
し
て
こ
れ
を
安
ん
ず
る
者
は
、
利

を
暗
む
の
小
人
な
り
。
而
し
て
商
涯
を
其
の
最
と
為
す
。
夷
獄
は
荷
買
に

資
り
て
利
し
、
商
貨
は
夷
紋
を
侍
み
て
騎
h

ソ
、
而
し
て
人
道
永
く
滅
ぶ
る

に
幾
し
。

と
述
べ
て
商
人
を
敵
視
し
て
い
る
。
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
時
代
と
社
会
環
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境
の
違
い
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
李
賢
は
、
『
明
灯
道
古

録
』
上
巻
第
九
章
で
は
、
富
貴
の
獲
得
は
天
賦
の
才
に
よ
る
も
の
と
す
る
運
命

論
的
見
解
を
示
し
、
豪
強
の
土
地
兼
併
に
関
し
て
は
、
『
明
灯
道
古
録
』
下
巻

第
七
章
で
、
夫
れ
栽
培
傾
覆
す
る
に
、
天
必
ず
材
に
因
る
、
而
る
を
況
ん
や
人
を
や
。

強
弱
衆
寡
、
其
の
材
定
ま
れ
り
。
強
者
に
弱
ζ

れ
帰
す
。
帰
せ
ざ
れ
ば
必

ず
こ
れ
を
井
す
。
衆
者
に
寡
こ
れ
帰
す
。
附
せ
ざ
れ
ば
却
も
こ
れ
を
呑

む
。
此
れ
天
道
な
り
。

と
述
べ
て
お
り
、
法
令
で
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
一
市
L
て

い
る
。
玉
夫
之
も
、
『
読
通
鑑
論
』
巻
一
六
「
斉
・
武
帝
」
で
、
周
定
的
一
律

的
な
法
の
施
行
を
否
定
し
、

天
下
の
大
な
る
、
田
賦
の
必
ず
き
、
人
民
の
衆
き
、
国
よ
り
一
切
の
法
を
以

て
こ
れ
を
治
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
〈
中
略
〉
蓋
L
一
切
の
法
と
は
、
此
に

大
利
あ
れ
ば
、
則
ち
彼
に
大
害
あ
る
者
な
り
。
こ
れ
を
如
何
ぞ
其
れ
行
ふ

可
け
ん
や
。

と
述
べ
て
、
李
賢
と
同
様
に
現
実
的
可
変
約
な
法
の
適
用
を
主
張
し
て
い
る

が
、
玉
夫
之
の
場
合
は
運
命
論
的
見
解
で
は
な
く
、
具
体
的
政
策
論
中
持
っ
て

お
9
、
『
読
通
鑑
論
』
巻
一
四
「
東
晋
・
孝
武
帝
」
な
ど
で
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
随
所
で
、
皇
荘
の
拡
大
や
豪
強
の
土
地
兼
併
に
対
す
る
規
制
論
と
自
営
農

民
の
土
地
所
有
を
保
護
す
る
為
の
税
制
論
を
展
開
し
て
い
る
。

李
賢
が
『
蔵
書
』
の
執
筆
時
に
直
面
し
て
い
た
現
実
は
、
万
暦
二
十
年
前
後

の
民
生
の
危
機
を
顧
み
な
い
宮
僚
の
独
善
的
利
己
的
教
条
主
義
で
あ
り
、
三
大

征
に
象
徴
さ
れ
る
明
朝
の
治
安
状
況
の
悪
化
で
あ
る
。
李
賢
の
憤
り
と
危
機
感

を
反
映
し
た
『
蔵
書
』
で
は
能
力
主
義
的
人
材
登
用
論
が
展
開
さ
れ
、
官
僚
の

「じ主てとl引/川ψ で いま主主 忙な二ーマ

主
夫
之
の
李
賢
批
判
に
つ
い
て

朱
子
学
的
道
徳
至
上
主
義
を
批
判
し
て
い
る
。
玉
夫
之
が
目
賭
L
た
現
実
は
、

辛
鋒
が
獄
中
で
自
釧
し
た
万
暦
三
十
年
前
後
か
ら
全
国
的
に
激
化
し
た
徴
税
使

の
横
暴
に
対
す
る
都
市
部
の
民
衆
反
乱
で
あ
り
、
所
有
地
を
失
っ
て
遊
民
化
し

た
農
民
の
反
乱
で
あ
る
。
彼
は
物
情
騒
然
と
し
た
明
末
清
初
の
王
朝
交
替
を
体

験
し
て
い
る
。
『
読
通
鑑
論
』
巻
八
「
後
漢
・
霊
帝
」
、
同
巻
二
六
「
唐
・
宣
帝
」

に
於
い
て
、
皇
帝
の
政
治
権
を
制
約
す
る
職
分
論
を
展
開
し
た
王
夫
之
は
、
巻

一
六
「
斉
・
高
帝
」
で
地
方
分
権
的
統
治
論
を
述
べ
た
後
で
、
い
み
じ
く
も
、

将
に
亡
ぴ
ん
と
す
る
の
園
は
、
必
ず
頻
り
に
使
ひ
を
遣
は
し
て
以
て
天
下

に
徴
求
す
。
御
史
を
遣
は
し
、
給
諌
を
遣
は
し
、
且
つ
卿
試
を
遣
は
す
。

民
愈
ミ
怨
み
、
事
愈
ミ
廃
L
、
守
令
愈
ミ
倫
み
、
未
だ
亡
び
ざ
る
者
有
ら

ざ
る
な
り
。

と
述
べ
て
お
り
、
明
ら
か
に
明
末
の
徴
税
使
派
遣
を
皇
帝
権
の
濫
用
と
し
て
批

判
し
て
い
る
。
玉
夫
之
は
崇
禎
十
七
年
に
李
自
成
の
率
い
る
農
民
反
乱
軍
に
よ

っ
て
明
朝
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
知
る
と
、
「
悲
憤
詩
」
を
詠
ん
で
い
る
。
李
賢

が
、
『
焚
書
』
巻
二
「
復
晋
川
翁
書
」
で
、
徴
税
を
甘
受
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

し
て
、
夫
れ
直
子
の
君
親
に
於
け
る
や
、
一
理
な
り
。
天
下
の
財
は
皆
其
の
財
な

り
。
多
用
す
る
こ
と
些
な
る
も
亦
妨
げ
ず
。
天
下
の
民
は
皆
其
の
民
な

り
。
多
虐
す
る
こ
と
些
な
る
も
亦
只
だ
忍
受
す
る
を
得
。

主
述
べ
た
万
暦
二
十
七
年
頃
の
状
況
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
深
刻
な
現
実

に
、
王
夫
之
は
直
面
し
て
い
た
と
言
え
る
。
李
賢
は
、
『
明
灯
道
古
録
』
下
巻

第
一
章
や
『
焚
書
』
巻
一
「
答
郡
明
府
」
で
は
、
宮
僚
が
虚
偽
の
道
徳
を
説
い

て
民
衆
を
教
化
す
る
こ
と
な
く
、
民
衆
の
衣
食
な
ど
の
欲
求
を
満
た
す
現
実
的

な
行
政
を
行
う
為
に
は
、
民
衆
の
偽
り
の
無
い
日
常
の
言
葉
で
あ
る
「
適
言
」

四
九
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を
尊
重
し
て
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
。
李
制
聞
の
批
判
対
象
は
官

僚
で
あ
り
、
そ
の
利
己
的
偽
善
的
実
態
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
主
夫
之
は
、
『
侠
解
』
第
三
条
で
、

庶
民
と
は
、
流
俗
な
り
。
流
俗
と
は
、
禽
獣
な
り
σ

倫
を
明
ら
む
る
、
物

を
察
す
る
、
仁
に
居
る
、
義
に
由
る
、
四
者
は
禽
獣
の
得
て
与
ら
ざ
る
所

な
り
。

と
極
論
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
批
判
対
象
は
不
道
徳
な
官
僚
の
み
な
ら
ず
、

明
朝
を
滅
亡
さ
せ
た
民
衆
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
直
面
し
た
現
実
の
相

違
が
、
そ
の
ま
ま
民
衆
鋭
に
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

?
一
)
理
気
論

李
抽
出
に
は
体
系
的
な
理
気
論
は
無
い
が
、
朱
子
学
的
理
観
に
対
す
る
批
判
が

有
る
。
例
え
ば
、
『
焚
書
』
巻
二
一
「
鬼
神
論
」
で
は
、
祭
一
組
に
関
す
る
「
天
即

理
」
の
命
題
に
つ
い
て
、

且
つ
夫
れ
理
は
、
人
人
同
じ
く
具
す
、
(
中
略
)
凡
そ
臣
庶
人
為
る
者
、
独

り
理
有
る
の
祭
り
に
与
る
を
得
ざ
る
は
、
又
査
に
可
な
ら
ん
や
。
然
ら
ば

則
ち
理
の
理
為
る
、
亦
大
い
に
民
財
を
傷
り
、
民
力
を
労
し
、
理
無
き
の

愈
れ
る
と
為
す
に
若
か
ず
。

と
批
判
し
て
い
る
。
朱
子
学
で
は
、
『
論
語
集
注
』
巻
一
「
学
而
」
に
、
「
礼
は

天
理
の
節
文
、
人
事
の
儀
則
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
礼
を
理
と
し
、

礼
を
絶
対
的
倫
理
的
行
動
規
範
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
が
、
李

賛
は
、
『
明
灯
道
古
録
』
上
巻
第
一
五
章
で
、
礼
を
倫
理
的
行
動
規
範
と
し
て

固
定
化
し
て
強
制
す
る
こ
と
を
批
判
し
、

夫
れ
天
下
の
民
、
各
ミ
其
の
生
を
遂
げ
、
各
ミ
其
の
願
ふ
所
を
獲
ば
、
心

を
格
し
て
化
に
帰
せ
ざ
る
者
有
る
は
、
未
だ
こ
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
世
儒

五。

既
に
礼
の
、
人
心
の
同
じ
〈
然
り
と
す
る
所
と
為
り
、
本
よ
り
是
れ
二
惜

の
千
変
万
化
せ
る
活
滋
涯
の
理
な
る
を
知
ら
ず
、
而
し
て
こ
れ
に
執
L
て

以
て
一
定
不
可
易
の
物
と
為
す
。
故
に
又
斉
し
く
す
る
こ
と
の
何
等
為
る

か
を
知
ら
ず
、
而
し
て
故
に
強
い
て
こ
れ
を
斉
し
く
せ
ん
と
欲
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
李
賢
が
、
こ
の
よ
う
に
朱
子
学
的
礼
観
を
否
定
し
た
理
由

は
、
明
末
の
社
会
的
経
済
的
変
動
に
対
応
し
て
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
上
で
、

礼
の
固
定
化
が
障
碍
と
な
っ
て
い
た
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
玉
夫
之
に
は
朱
子
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
体
系
的
な
変
動
的
理
気
論

が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
読
図
書
大
全
説
』
巻
九
「
孟
子
・
離
装
上
」
で
、

理
は
本
よ
り
一
成
に
し
て
、
執
す
可
き
の
物
に
非
ず
、
得
て
見
る
可
か
ら

ず
。
気
の
条
緒
節
文
、
乃
ち
理
の
見
る
可
金
者
な
り
、
故
に
其
の
始
め
の

理
有
る
は
、
却
も
気
上
に
於
い
て
理
を
見
る
。
己
に
理
を
得
れ
ば
、
則
、
ち

自
然
に
勢
を
成
L
、
又
勢
町
必
然
な
る
処
に
在
り
て
理
を
見
る
。

と
述
べ
て
お
れ
ツ
、
朱
子
学
と
比
較
す
る
と
、
理
と
気
と
の
位
相
は
逆
転
し
て
い

る
。
同
巻
一

O
「
孟
子
・
告
子
上
篇
」
で
も
、
朱
子
学
の
理
先
気
後
説
を
批
判

し
て
、
「
理
は
即
ち
是
れ
気
の
理
な
り
、
気
の
当
に
此
く
の
如
き
を
得
ベ
き
、

使
ち
是
れ
理
な
り
、
理
は
先
な
ら
ず
し
て
気
は
後
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。

玉
夫
之
は
、
空
気
や
物
質
を
構
成
す
る
元
素
で
あ
る
と
同
時
に
運
動
且
ネ
ル
ギ

ー
を
有
す
る
気
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
現
実
世
界
の
変
動
を
気
の
運
弱
変
化
と

し
て
捉
え
、
理
官
気
の
運
動
変
化
の
法
別
性
、
必
然
性
と
し
て
規
定
し
て
い

る
。
気
に
即
し
て
法
則
性
秩
序
性
と
し
て
の
理
の
み
を
措
定
す
る
点
で
、
朱
子

学
が
法
則
性
と
し
て
の
理
(
所
当
然
の
則
)
の
他
に
理
念
的
根
源
的
な
存
在
根

拠
と
し
て
の
理
(
所
以
然
の
故
)
を
前
提
と
し
て
気
を
考
え
る
の
と
異
な
っ
て

お
り
、
結
果
的
に
は
李
賢
の
朱
子
学
批
判
に
対
処
し
た
形
の
可
変
的
理
気
諭
と
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玉
夫
之
の
政
治
観
を
支

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
主
義
的
理
気
論
が
、

与
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
李
設
と
主
夫
之
の
見
解
は
、
政
治
観
に
於
け
る
義
利
論
、

人
事
論
、
民
衆
縦
を
除
け
ば
基
本
的
に
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

思
想
史
的
観
点
か
ら
言
え
ば
、
主
夫
之
は
李
首
の
朱
子
学
批
判
を
踏
ま
え
て
、

可
変
的
変
動
理
気
論
を
構
築
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
程
で
あ
る
。
政
治
観
に
於

け
る
相
違
は
、
両
者
が
身
を
置
い
た
歴
史
的
社
会
的
位
相
の
隔
た
り
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
王
夫
之
が
李
賢
を
批
判
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性

が
判
然
と
し
な
い
の
で
、
次
に
、
李
費
批
判
の
実
例
に
即
し
て
理
由
を
考
え
て

み
よ
う
。
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李
賢
批
判
の
実
態
と
理
由

主
夫
之
は
、
順
治
五
年
三
六
四
八
)
一
一
一
十
歳
の
時
、
衡
山
で
挙
兵
し
て
清

軍
の
南
下
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
敗
れ
、
一
時
は
桂
王
の
朝
廷
に
身
を
寄
せ

た
こ
と
も
有
っ
た
。
し
か
し
、
順
治
七
年
に
呉
党
と
楚
党
の
政
権
抗
争
に
巻
き

込
ま
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
て
郷
里
に
帰
る
と
、
政
治
闘
争
か
ら
は
身
を
引
い

て
穏
栖
し
、
康
照
三
十
一
年
、
己
十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
中
華
文
明
の
闘
切
に

務
め
て
尾
大
な
著
作
を
残
し
て
い
る
。
順
治
十
二
年
、
一
二
十
七
歳
で
著
し
た

『
老
子
桁
』
か
ら
康
照
三
十
年
、
七
占
三
歳
で
著
し
た
『
読
通
鑑
論
』
に
至
る

ま
で
、
王
夫
之
は
一
貫
し
て
季
賛
を
非
難
し
て
い
る
D

そ
し
て
、
批
判
の
内
容
は
、
(
イ
〉
俗
文
学
評
価
へ
の
批
判
、
(
ロ
)
三
教
合

一
論
へ
の
批
刊
、
(
ハ
)
『
蔵
書
』
へ
の
批
判
の
一
一
一
項
目
に
大
別
で
き
る
。
そ
こ

で
、
各
項
目
に
就
い
て
、
批
判
の
実
態
を
挙
げ
て
理
由
を
考
察
し
て
み
よ

ト
内
ノ
。
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玉
夫
之
白
李
貸
批
判
に
つ
い
て

(
イ
)
俗
文
学
評
価
へ
の
批
判

李
貸
は
『
焚
書
』
巻
三
「
童
心
説
」
で
、
時
代
に
つ
れ
て
文
学
も
変
化
す
る

と
い
う
文
学
観
を
示
L
、
人
聞
の
真
情
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
『
水
瀞
伝
』

な
ど
の
俗
文
学
を
「
古
今
の
至
文
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
王
夫
之
は
、
『
タ
堂
永
日
結
論
』
外
篇
第
三
二
条
で
、

は
か

李
賛
倭
舌
を
以
て
天
下
を
惑
は
し
て
自
り
、
裳
中
郎
・
焦
弱
侯
端
ら
ず
し

て
こ
れ
を
推
戴
す
。
是
に
於
い
て
筆
に
信
せ
て
掃
抹
す
る
を
以
て
文
字
と

為
し
、
而
し
て
含
吐
す
る
こ
と
精
徴
に
し
て
鍛
錬
す
る
こ
と
高
卓
な
る
者

そ
し

を
論
り
て
聾
を
倣
み
酷
を
岬
む
と
為
す
。
故
に
万
暦
壬
辰
以
後
、
文
の
俗

阻
な
る
こ
と
亘
古
未
だ
有
ら
ず
。
如
し
必
ず
思
維
を
経
ざ
る
者
に
し
て
後

に
自
然
。
文
と
為
さ
ば
、
則
ち
夫
子
の
云
ふ
所
の
川
瓶
、
討
論
、
修
飾
、

潤
色
、
附
担

γ
一
脳
酌
を
費
や
す
も
、
亦
叢
を
隊
み
耐
を
岬
む
か
。

と
非
難
し
て
い
る
。
万
暦
壬
辰
と
は
、
寧
夏
で
ポ
パ
イ
の
乱
が
発
生
L
、
盛
臣

秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
が
開
始
さ
れ
た
万
暦
二
十
年
(
一
五
九
二
〉
の
こ
と
で
、
当

時
李
蛍
は
、
朝
廷
へ
の
忠
誠
と
人
材
資
用
の
必
要
性
を
示
す
べ
く
『
水
計
伝
』

〔

7
)

に
批
点
を
加
え
て
い
る
。
李
賢
の
批
点
に
昆
え
る
不
公
正
な
裁
判
や
官
僚
人
事

へ
の
憤
り
な
ど
が
、
『
水
一
昨
伝
』
の
造
反
的
内
容
の
面
白
さ
と
相
待
っ
て
明
末

の
読
者
の
共
感
を
呼
ん
で
流
行
し
た
だ
け
で
な
く
、
『
水
同
日
伝
』
以
外
の
俗
文

学
作
品
も
流
行
し
、
利
益
を
見
込
ん
だ
書
障
は
真
偽
世
間
わ
ず
に
李
世
評
本
を

数
多
く
出
版
し
て
い
る
。

李
賢
が
俗
文
学
の
流
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
非
難
を

加
え
る
玉
夫
之
は
、
な
ぜ
思
惟
を
経
な
い
文
を
認
め
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
李

換
が
自
然
自
文
と
認
め
た
の
は
、
人
聞
の
真
情
を
吐
露
し
た
文
で
あ
る
か
ら
、

批
判
点
は
情
の
捉
え
方
に
あ
る
と
見
て
よ
い
。

五
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両
者
の
民
衆
観
に
つ
い
て
観
た
よ
う
に
、
李
賢
は
民
衆
の
生
来
持
っ
て
い
る

情
を
信
頼
し
、
官
僚
が
道
徳
的
に
斯
く
あ
る
べ
し
と
前
提
す
る
情
を
偽
善
的
な

情
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
L
、
玉
夫
之
は
、
民
衆
反
乱
の
体
験
か

ら
、
欲
望
に
支
配
さ
れ
易
い
情
に
対
し
て
は
警
戒
心
を
持
っ
て
お
り
、
社
会
的

秩
序
倫
理
を
意
識
す
る
、
と
い
う
性
の
自
覚
に
よ
っ
て
情
を
制
御
せ
ね
ば
な
ら

ハ
8
v

な
い
と
考
え
て
お
り
、
「
性
の
情
」
と
い
う
規
定
を
し
て
い
る
。
無
制
約
な
情

の
肯
定
が
社
会
的
階
層
的
秩
序
の
破
壊
を
産
む
と
い
う
観
点
か
ら
、
王
夫
之

は
、
李
賛
の
俗
文
学
評
価
に
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
ロ
)
三
教
合
一
論
へ
の
批
判

李
賢
の
思
想
傾
向
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
学
派
の
別
に
拘
泥
し
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
李
賛
は
『
墨
子
批
選
』
を
著
L
、
『
明
灯
道
古
録
』

下
巻
二
三
一
章
で
は
、
孟
子
の
墨
子
排
斥
を
批
判
し
て
、
墨
子
を
称
揚
し
、
「
作

用
手
段
は
各
各
向
じ
か
ら
ず
と
雌
も
、
然
れ
ど
も
但
だ
以
て
太
平
を
致
サ
可

L
。
亦
何
ぞ
必
ず
し
も
一
律
に
拘
ら
ん
や
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
蔵
書
』
に
於

け
る
主
覇
論
の
肯
定
と
い
い
、
法
家
h
T
兵
家
へ
の
評
価
と
い
い
、
儒
家
以
外
の

他
学
派
そ
れ
ぞ
れ
に
学
術
と
事
功
が
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。
太
平

の
実
現
と
い
う
政
治
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
手
段
を
選
ぶ
必
要
は
無
い
と
い

う
り
で
あ
る
。

李
賢
の
学
派
に
拘
泥
し
な
い
態
度
は
、
老
荘
や
仏
教
に
対
し
て
も
変
わ
ら
な

い
。
例
え
ば
、
『
初
、
都
築
』
巻
一
一
「
釈
教
」
評
(
『
続
焚
書
』
巻
二
「
=
語
帰

儒
説
」
)
で
は
、
「
儒
・
道
・
釈
の
学
は
一
な
り
。
其
の
初
出
皆
道
を
聞
く
を
期

す
る
を
以
て
な
り
。
」
と
述
べ
て
か
ら
、
官
僚
が
求
道
を
志
と
せ
ず
に
道
学
を

富
貴
獲
得
の
手
段
と
し
て
い
る
現
実
を
皮
肉
っ
て
い
る
。
李
賢
は
孔
子
・
老
子

・
釈
迦
を
三
大
型
人
と
称
讃
し
、
『
統
焚
書
』
巻
-
「
答
馬
歴
山
」
で
は
、

五

叶
ル
モ
学
を
為
す
は
皆
自
己
の
生
死
の
根
因
を
窮
究
L
、
自
家
の
性
命
の
村

落
を
探
討
せ
ん
が
為
な
り
、
〈
中
略
〉
唯
だ
三
教
の
犬
聖
人
は
こ
れ
を
知
れ

り
。
故
に
平
生
の
力
を
端
く
し
て
こ
れ
を
窮
め
、
手
に
得
、
心
に
応
ず
る

の
後
、
作
用
各
各
同
じ
か
ら
ず
と
雄
も
、
然
れ
ど
も
其
の
問
じ
か
ら
ざ
る

者
は
特
だ
面
貌
の
み
。

と
述
べ
て
い
る
。
生
死
の
問
題
、
性
命
の
所
在
を
探
究
す
る
と
い
う
目
的
は
三

教
と
も
同
じ
で
、
方
法
を
異
に
す
る
だ
は
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
賛
書
』
巻

一
「
答
秋
司
冠
」
で
も
、

夫
れ
所
謂
仙
仏
と
儒
と
は
、
皆
其
れ
名
の
み
。
孔
子
は
人
の
名
を
好
む
を

知
る
な
り
。
故
に
名
を
以
て
こ
れ
を
教
へ
誘
う
。
大
雄
氏
は
人
の
死
を
伯

る
る
を
知
る
。
故
に
死
を
以
て
こ
れ
を
惟
れ
し
む
。
老
子
は
人
の
生
を
貧

る
を
知
る
な
り
。
故
に
長
生
を
以
て
こ
れ
を
引
く
。
皆
包
む
を
得
ず
し
て

名
色
を
権
立
し
て
以
て
後
人
を
化
誘
す
。
真
実
に
非
ず
ロ

と
述
べ
て
、
儒
・
仏
・
道
の
境
界
を
相
対
的
な
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
三
教
合
一
論
は
、
明
の
太
祖
以
来
、
宗
教
の
政
治
的
利
用
を
意
図
と
し

て
説
か
れ
て
来
た
も
の
で
、
李
賢
は
、
太
祖
と
成
祖
の
御
制
文
集
か
ら
三
教
諭

を
抄
録
し
て
『
三
教
品
』
を
著
し
て
い
る
。

一
方
、
王
夫
之
は
、
儒
教
及
び
他
学
派
の
境
界
を
峻
別
す
る
立
場
か
ら
批
判

を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
『
老
子
桁
』
自
序
で
は
、

背
の
『
老
子
』
に
註
す
る
者
、
代
ミ
殊
宗
有
り
、
家
々
異
説
を
伝
ふ
。

〈
中
略
)
其
の
誼
や
久
し
。
陸
希
声
・
蘇
子
由
・
董
忠
靖
及
び
近
代
の
焦

地
・
李
封
り
流
宮
で
、
益
ミ
禅
宗
を
引
き
、
互
ひ
に
綴
合
を
為
す
。
彼
の

所
謂
教
外
別
伝
な
る
者
を
取
り
て
以
て
相
探
雑
す
。

と
述
べ
て
玄
学
的
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
読
四
書
大
企
説
』
巻
一
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「
孟
子
・
尽
心
上
」
で
は
、
「
李
賢
は
一
半
の
仏
・
一
半
の
老
を
用
品
」
と

批
判
し
、
『
張
子
正
蒙
住
』
巻
一
「
太
和
篇
L

注
に
於
い
て
も
、

仏
に
陥
り
し
者
、
(
中
略
〉
陸
子
静
及
び
近
世
の
玉
伯
安
の
若
き
は
、
聖
人

の
言
を
屈
し
て
以
て
こ
れ
を
附
会
す
。
説
く
こ
と
愈
ミ
淫
な
り
。
老
に
陥

る
者
、
王
弼
注
『
晶
』
及
び
夏
侯
棋
の
輩
、
皆
其
の
流
な
り
。
王
安
石
・

呂
恵
卿
及
び
近
世
の
王
畿
・
李
賛
。
属
の
若
き
は
、
則
も
又
仏
・
老
を
合

し
て
以
て
聖
道
を
協
る
。
尤
も
其
れ
淫
に
し
て
紀
無
き
者
な
り
。

と
述
べ
て
、
三
教
を
謁
訊
問
し
た
点
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
特
に
、
禅
と
儒
教

と
を
兼
修
し
た
陸
象
山
か
ら
王
陽
明
及
び
玉
学
左
派
に
連
な
る
心
学
を
責
め
て

い
る
。
王
夫
之
は
ど
う
し
て
仏
教
と
儒
教
の
境
界
に
拘
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
尚
書
引
義
』
巻
一
「
大
局
諜
」
で
は
、
そ
の
批
判
理
由
の
一
端
を
、
『
尚
書
』

大
貝
謀
篇
の
句
「
人
心
は
惟
れ
危
く
、
道
心
は
惟
れ
徴
な
り
、
惟
れ
精
に
惟
れ

-
に
、
允
に
其
の
中
を
執
れ
」
の
解
釈
に
示
し
、

鳴
呼
、
大
舜
は
容
墜
し
て
以
て
相
戒
め
、
告
子
・
釈
氏
は
宝
重
L
て
以
て

宗
と
為
し
、
象
山
・
挑
江
は
畔
援
し
て
以
て
儒
と
為
し
、
王
畿
・
李
賢
は

窃
仙
附
し
て
以
て
邪
と
為
す
。
其
の
聖
や
登
る
が
如
く
、
其
白
狂
や
崩
る
る

が
如
く
、
大
概
、
亦
観
る
可
L
。

と
述
べ
て
い
る
。
李
賢
は
『
明
灯
道
古
録
』
上
巻
第
一
章
で
、
「
心
は
一
な
り
。

其
白
知
覚
運
動
し
て
各
人
の
発
用
す
る
所
と
為
る
者
よ
り
こ
れ
を
人
心
と
謂

ひ
、
其
の
此
の
知
覚
速
踊
を
主
宰
し
て
天
地
人
物
の
大
根
抵
と
為
る
者
よ
り
こ

れ
を
道
心
と
謂
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
心
を
個
別
的
具
体
的
存
在
と

し
て
の
心
、
道
心
を
万
物
の
存
在
根
拠
と
し
て
の
心
と
し
て
捉
え
て
、
人
心
と

道
心
を
一
心
。
両
側
面
と
し
、
両
者
に
価
値
的
優
劣
を
付
け
て
い
な
い
。

朱
子
が
「
中
庸
章
句
序
」
で
両
者
を
区
分
し
て
、
「
道
心
は
常
に
一
心
の
主
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玉
夫
之
の
李
賛
批
判
に
つ
い
て

宰
と
為
り
、
人
心
は
毎
に
命
を
聴
く
」
と
述
べ
た
こ
と
を
批
判
し
た
主
陽
明
で

さ
え
、
『
伝
習
録
』
上
巻
で
、
「
心
は
一
な
り
。
未
だ
人
に
雑
ら
ざ
る
、
と
れ
を

道
心
と
謂
品
。
雑
ふ
る
に
人
偽
を
以
て
す
る
、
こ
れ
を
人
心
と
調
ふ
。
人
心
白

菜
の
正
を
得
る
者
、
即
ち
道
心
な
り
。
道
心
の
其
の
立
を
失
ふ
者
、
即
ち
人
心

な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
解
釈
で
は
、
道
心
を
先
天
的
倫
理
的

に
正
し
い
心
と
L
、
人
心
は
そ
れ
よ
り
劣
る
後
天
的
欲
望
と
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
か
ら
、
李
賢
白
解
釈
は
倫
理
的
解
釈
を
払
拭
し
た
も
の
と
言
え
る
。
王

夫
之
の
批
判
点
は
こ
こ
に
在
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
夫
之
が
禅
と
関
わ
る
玉
学

左
派
を
批
判
す
る
の
は
、
『
張
子
正
蒙
注
』
巻
九
「
乾
称
篇
下
」
で
、

王
氏
の
学
、
一
伝
し
て
王
畿
と
為
り
、
再
伝
し
て
李
段
と
為
る
。
忌
仰
無

き
の
教
へ
立
ち
て
廉
恥
喪
は
れ
、
盗
賊
奥
り
、
〔
中
国
論
没
す
。
〕
皆
惟
だ

明
倫
察
物
に
怠
り
て
逸
獲
を
求
む
、
故
に
君
父
は
以
て
値
ま
ざ
る
可
く
、

名
義
は
以
て
顧
み
ら
れ
ず
。
陸
子
静
出
で
て
宋
亡
ぶ
。
其
の
流
禍
、
一
な

h
ソロ

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
倫
理
的
価
値
観
世
喪
失
さ
せ
る
危
険
性
を
見
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
王
夫
之
は
李
賛
と
王
竜
渓
の
思
想
的
関
連
性
を
指
摘
し
て
い

る
が
、
ど
こ
に
関
連
性
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
銚
安
県
士
山
』
巻
五
「
循

吏
」
や
業
中
道
「
李
温
陵
伝
」
、
李
元
陽
「
挑
安
太
守
卓
吾
先
生
善
政
序
」
な

ど
に
拠
る
と
、
苓
賛
は
万
暦
主
年
か
ら
八
年
ま
で
雲
南
省
挑
安
府
知
府
に
在
職

L
、
下
級
官
吏
や
民
衆
に
は
生
活
の
実
態
に
即
し
た
寛
容
な
政
策
を
施
行
し
、

自
ら
率
先
し
て
倹
約
の
生
活
を
し
つ
つ
、
俸
給
を
割
い
て
府
学
を
修
築
し
た

り
、
難
所
に
石
橋
を
架
け
て
交
通
の
使
を
計
る
な
ど
、
民
生
の
安
定
に
務
め
て

治
績
を
挙
げ
、
士
民
の
信
望
を
得
げ
て
い
る
。
再
任
を
固
辞
し
て
帰
る
時
、
見
送

り
の
土
民
で
道
が
埋
ま
り
、
馬
車
が
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
玉
夫

主
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中
国

1
社
会
と
文
化

第
二
号

之
は
、
『
掻
首
問
』
第
七
条
で
は
、
雲
南
に
建
て
ら
れ
た
李
朝
刊
の
生
一
耐
が
死
後

に
破
壊
さ
れ
、
像
が
溝
翠
に
棄
て
ら
れ
た
と
い
う
清
初
の
伝
聞
を
挙
げ
て
、

段
、
郡
守
と
為
り
、
其
の
貧
暴
を
浴
に
し
、
士
民
を
凌
醐
慨
す
。
放
に
浪
人

切
歯
し
て
こ
れ
を
恨
む
。
簡
は
法
を
竜
渓
に
受
く
。
竜
渓
の
唐
応
徳
に
告

げ
て
白
く
、
「
他
人
は
戒
・
定
・
慧
を
以
て
食
・
唄
・
療
を
治
む
。
公
は

当
に
貧
・
限
・
擦
を
以
て
戒
・
定
・
慧
を
治
む
べ
し
」
と
。
宜
な
る
か
な

其
の
心
印
の
此
く
の
若
き
や
。

と
謙
っ
て
い
る
。
無
普
無
悪
論
を
説
い
た
王
竜
渓
が
、
食
欲
、
怒
り
、
愚
痴
と

い
う
煩
悩
と
、
戒
学
、
定
学
、
慧
学
と
い
う
悟
り
を
得
る
為
の
一
二
学
白
修
行
と

を
同
一
視
し
た
影
響
で
、
李
慢
が
食
欲
思
虐
な
施
政
主
な
し
た
と
し
て
い
る
。

『
六
祖
壇
経
』
に
つ
煩
悩
即
菩
提
」
と
あ
る
よ
う
に
、
煩
悩
と
情
り
は
正
反
対

の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
別
物
で
は
無
い
と
い
う
考
え
は
、
禅
宗
の
宗
旨
と
同

じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
玉
夫
之
か
ら
観
れ
ば
、
不
正
な
情
欲
を
何
の
規
制
も
加

え
ず
に
放
任
す
る
考
え
に
他
な
ら
ず
、
倫
理
的
価
値
観
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
『
掻
首
問
』
第
三
二
条
で
、
李
賛
に
つ
い
て
、

身
を
以
て
鐙
油
を
試
み
て
其
の
意
欲
を
浴
に
し
、
無
知
軽
燥
の
徒
、
翁
然

す
位
し
て
こ
れ
に
従
ふ
。
其
の
書
、
今
に
抵
る
ま
で
猶
ほ
伝
は
る
。
烏
ん
ぞ

亙
か
に
こ
れ
を
訣
絶
せ
ざ
ら
ん
や
。

と
非
難
し
で
い
る
よ
う
に
、
玉
夫
之
が
李
賢
を
批
判
し
て
己
ま
な
い
背
景
に

は
、
李
貨
の
名
古
標
携
す
る
著
書
の
流
行
が
あ
る
。
そ
の
社
会
的
影
響
力
を
危

険
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
ハ
〉
『
蔵
書
』
へ
の
批
判

王
夫
之
の
現
代
の
史
書
に
対
す
る
評
価
は
総
じ
て
低
く
、
そ
の
「
凋
紀
野
獲

序
」
(
嘉
慶
『
衡
陽
県
志
』
巻
一
二
八
〉
で
は
、
「
一
代
目
史
、
一
ニ
百
年
を
闘
し
て

一
五
四

観
る
可
き
者
無
し
」
と
酷
評
し
、
李
政
が
『
蔵
書
』
を
著
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
「
益
ミ
以
て
私
の
好
み
に
阿
り
し
は
、
妄
人
な
り
。
尤
も
歯
す
る
に
足
ら

ざ
る
な
り
」
と
隠
し
め
て
い
る
。
特
に
、
明
末
の
史
書
を
個
人
趣
味
的
噌
好
品

と
し
て
低
く
評
価
し
、
『
侯
解
』
第
三
条
で
は
、

近
世
に
『
千
百
年
限
』
『
史
懐
』
『
史
取
』
の
諸
書
及
び
屠
緯
真
『
鴻
苔
』

陳
仲
淳
『
古
文
品
外
録
』
の
類
有
り
。
要
す
る
に
以
て
人
の
玩
ぶ
に
供

す
。
市
し
て
李
貸
『
蔵
書
』
は
害
を
為
す
こ
し
乙
4

ん
も
烈
し
。
志
有
る
者
、

惑
ふ
こ
と
勿
れ
、
斯
ち
博
文
の
学
に
与
る
可
L
。

と
酷
評
し
て
い
る
。
張
爆
『
千
百
年
限
』
に
『
焚
書
』
や
『
蔵
書
』
か
ら
の
引

用
句
が
有
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
蔵
書
』
の
影
響
力
を
危
険
視

し
て
い
る
。
主
夫
之
は
李
殻
と
同
様
に
史
書
を
経
世
致
用
の
書
と
し
て
重
視
し

て
い
る
が
、
李
賀
と
は
経
世
の
観
点
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
『
蔵
書
』
の
い
か
な
る
観
点
を
批
判
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
見
ょ
う
。

『
蔵
書
』
の
経
世
論
の
特
色
は
、
官
僚
の
個
人
的
道
徳
性
と
政
治
的
能
力
を

区
別
し
て
、
政
治
的
能
力
を
基
準
と
す
る
人
材
登
用
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る

点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
君
臣
個
人
町
道
徳
的
正
し
さ
を
政
治
的
能
力
よ
り
も
重

視
す
る
朱
子
学
を
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
道
徳
的
評
価
よ
り
も
政
治
的
評
価
を

優
先
す
る
観
点
に
特
色
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
蔵
書
』
巻
六
八
「
外
臣
伝
」
で

は
、
五
代
の
無
節
操
な
巨
下
の
典
型
と
さ
れ
る
濡
道
に
つ
い
て
、

民
安
養
を
得
て
後
に
君
臣
の
責
始
め
て
塞
が
る
。
君
斯
の
民
を
安
養
す
る

能
は
ず
し
て
後
に
冨
独
り
こ
れ
が
為
に
斯
の
民
を
安
養
す
。
而
し
て
後
に

鴻
道
の
貴
始
め
て
尽
く
。
ハ
中
略
)
五
十
年
間
、
四
姓
を
経
歴
し
、
一
十
ご

君
井
び
に
耶
律
契
丹
等
に
事
ふ
と
雄
も
、
百
姓
卒
ひ
に
鋒
鏑
の
苦
を
免
が

れ
し
は
、
道
務
め
て
こ
れ
を
安
養
す
る
の
力
な
り
。
諜
周
の
見
も
亦
猶
ほ
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是
く
の
ご
と
き
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
生
安
定
と
い
う
政
治
目
的
を
達
成
す
る
為
に
は
、

君
主
へ
の
不
忠
を
も
容
認
し
て
い
る
。
但
し
、
李
鵬
両
個
人
に
は
君
臣
道
徳
を
破

壊
す
る
意
図
は
無
か
っ
た
の
で
、
高
道
を
君
臣
関
係
に
拘
束
さ
れ
な
い
評
価
分

類

rあ
る
『
外
巨
伝
」
に
「
吏
堅
と
し
て
分
類
し
、
鴻
道
り
よ
う
な
官
僚
の

在
り
方
が
、
君
主
に
対
す
る
無
節
操
を
許
す
口
実
と
な
る
こ
と
を
警
戒
し
、
暗

愚
な
君
主
に
仕
え
る
場
合
平
党
争
時
に
限
定
し
て
容
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
ニ
国
時
代
に
萄
の
後
主
に
仕
え
た
諜
周
を
鴻
道
と
同
じ
「
吏
揺
」
と

し
て
評
価
す
る
の
も
同
じ
観
点
か
ら
で
あ
る
。
諜
周
は
、
国
に
仇
と
な
る
よ
う

な
無
用
の
戦
争
を
回
避
し
て
民
生
安
定
に
つ
と
め
る
こ
と
を
説
き
、
「
仇
国
論
」

を
著
し
た
為
に
、
投
降
論
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
李
賢
は
、
民
生
安
定
を

君
臣
道
徳
よ
り
重
視
し
て
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
。
『
焚
書
』
巻
五
「
孔
明

為
後
主
写
申
韓
管
子
六
諮
」
で
も
、
諜
周
と
鴻
道
に
つ
い
て
、
「
寧
ろ
祭
器
を

晋
に
帰
す
る
の
霞
り
と
五
季
に
歴
事
す
る
の
恥
を
受
く
る
も
、
無
事
の
民
の
日

に
塗
炭
に
迎
ふ
に
忍
び
ず
」
と
弁
護
し
て
い
る
。

主
夫
之
は
、
上
記
の
よ
う
な
民
生
安
定
を
君
医
道
徳
よ
り
優
先
す
る
点
を
非

難
し
て
己
ま
な
い
。
例
え
ば
、
『
思
閑
録
』
内
篇
第
一
五
八
条
で
は
、

公
理
有
り
て
公
欲
無
し
。
公
欲
と
は
、
習
気
の
妄
な
り
。
此
に
択
ば
ざ
れ

ば
、
則
ち
胡
広
・
議
周
・
潟
道
も
亦
一
時
の
人
情
に
順
ふ
に
、
将
に
其
の

時
に
困
り
民
に
順
ふ
を
調
ふ
こ
と
李
貸
の
如
き
者
有
ら
ん
と
す
。
酷
き
か

な。

と
述
べ
、
鴻
道
ら
が
時
世
に
適
合
し
て
民
衆
の
福
祉
を
目
指
し
た
と
す
る
李
賢

の
擁
護
論
を
燕
難
し
て
い
る
。
後
漢
の
六
帝
に
仕
え
た
胡
広
も
ま
た
『
蔵
書
』

で
は
、
『
外
臣
伝
』
白
「
吏
隠
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
主
夫
之
の
批
判
は
、
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主
夫
之
の
杢
賞
批
判
に
つ
い
て

「
吏
曙
」
に
集
中
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

李
演
の
言
う
「
吏
隠
」
の
典
型
は
鴻
道
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
王
夫
之
が
鴻
道

を
ど
う
観
て
い
た
の
か
確
認
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
潟
道
に
つ
い
て
、
『
読

四
番
大
全
読
』
巻
一

O
「
孟
子
・
心
尽
下
L

で
は
、

朱
子
は
漏
滞
在
司
め
冗
郷
原
と
為
す
。
」
乃
ゆ
り
五
円
代
ぷ
時
k
I就
合
ザ
ー
は
、

他
促
仰
屈
伸
し
て
以
て
殺
裁
を
救
ふ
と
説
け
ば
、
詞
貌
謹
厚
に
し
て
、
往

往
に
し
て
夷
紋
盗
賊
の
歓
を
取
る
も
、
亦
「
斯
の
世
に
生
ま
る
る
や
、
普

し
と
せ
ら
る
れ
ば
斯
も
可
な
り
。
間
然
と
し
て
掬
ぶ
る
を
求
む
る
」
の
事

な
り
。
然
れ
ど
も
鴻
道
は
身
づ
か
ら
宰
相
と
為
り
、
且
に
は
比
、
タ
に
は

彼
、
失
節
の
婦
昭
如
〈
二
十
年
に
五
た
び
人
に
適
き
し
は
、
人
皆
得
て
こ

れ
を
賎
し
む
も
、
猶
ほ
未
だ
以
て
「
と
れ
を
非
と
す
る
に
挙
ぐ
べ
き
無

く
、
こ
れ
を
刺
す
る
に
刺
す
る
べ
き
無
き
」
の
恩
人
と
為
す
に
足
ら
ず
。

と
述
べ
て
、
民
の
救
済
を
口
実
と
し
て
無
恥
無
節
操
に
主
君
を
替
え
、
異
民
族

主
朝
に
仕
え
た
こ
と
を
軽
蔑
し
て
い
る
。
同
時
に
、
南
宋
の
薬
適
・
陳
亮
ら
の

永
嘉
学
派
(
事
功
学
派
)
や
蘇
棋
ら
の
学
問
は
人
を
悦
ば
せ
て
道
徳
を
忘
れ
さ

せ
る
の
で
、
儒
学
を
損
な
う
「
郷
原
」
「
徳
の
賊
L

で
あ
る
と
批
判
し
、
更
に

李
賢
に
言
及
し
て
、

其
の
源
は
韓
退
之
に
始
ま
り
、
其
の
流
禍
の
深
き
、
烈
ち
焦
地
・
李
賢
に

極
ま
る
。
鳴
呼
、
聖
人
の
門
に
悦
ぶ
者
、
厚
く
こ
れ
が
防
を
為
す
こ
と
無

か
る
可
け
ん
や
。

と
警
戒
し
て
い
る
。
主
夫
之
が
こ
れ
ほ

E
李
賢
を
敵
視
し
、
『
蔵
書
』
を
批
判

す
る
理
由
は
、
そ
の
思
想
が
現
実
に
果
た
し
た
社
会
的
機
能
に
在
る
と
考
え
ら

れ
る
。
で
は
、
『
蔵
書
』
の
果
た
し
た
社
会
的
機
能
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
王
夫
之
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
も
の
止
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
。

一
五
五
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中
国
1
社
会
と
文
化

第

号

李
設
が
『
蔵
書
』
で
登
用
す
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
人
材
の
特
色
は
、
伝
統

的
朱
子
学
的
評
価
で
は
、
ど
ん
な
に
政
治
的
軍
事
的
才
能
が
有
っ
て
も
個
人
的

節
義
が
問
題
祝
さ
れ
て
、
断
罪
、
筆
訴
、
排
除
の
対
象
'
と
さ
れ
た
小
人
で
あ

る
。
李
賢
が
『
蔵
書
』
を
執
筆
し
た
意
図
は
、
修
己
と
治
人
を
区
別
す
る
政
治

的
観
点
か
ら
、
為
政
者
個
人
り
道
徳
的
修
業
が
そ
の
ま
ま
政
治
問
題
の
解
決
に

連
続
す
る
と
考
え
る
失
斗
玄
宇
を
批
判
し
、
有
能
な
人
材
が
任
用
さ
れ
る
道
を
拡

げ
る
こ
と
に
在
っ
た
。
明
朝
の
危
急
、
民
生
の
危
機
と
い
う
万
暦
の
現
実
を
前

に
し
た
李
賛
は
、
個
人
的
節
義
を
政
治
能
力
よ
り
重
視
す
る
朱
子
学
の
機
能
に

つ
い
て
、
有
能
な
人
材
白
登
用
を
妨
げ
る
、
も
の
と
見
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま

り
、
李
賛
の
意
図
に
即
し
て
言
え
ば
、
『
蔵
書
』
の
社
会
的
機
能
は
人
材
登
用

を
促
進
し
て
民
生
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
王
夫
之
は
そ
の
よ
う

に
は
観
て
い
な
い
。
『
読
通
鑑
論
』
巻
一
回
「
東
晋
・
安
帝
」
で
、

史
を
論
ず
る
者
の
権
謀
を
奨
め
て
信
義
を
堕
す
る
は
、
蘇
淘
氏
よ
り
淫
静

遣
し
。
近
く
李
賛
な
る
者
あ
り
、
益
ん
ペ
英
の
狂
棚
酬
を
鼓
L
て
民
を
惑
は
す

こ
と
倍
ミ
烈
L
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
衆
反
乱
を
扇
動
す
る
も
の
と
観
て
い
る
の
で
あ

る
ロ
主
夫
之
は
批
判
対
象
と
し
て
『
蔵
書
』
を
意
識
し
て
、
『
世
話
通
鑑
論
』
巻

末
「
序
論
一
ニ
」
で
は
、

近
世
の
李
賛
・
鐘
慢
の
流
の
若
き
、
天
下
を
邪
淫
に
導
き
、
以
て
中
夏
衣

冠
の
禍
を
醸
す
。
宣
に
洪
水
よ
り
遜
り
、
猛
獣
よ
り
烈
し
き
者
に
非

f

h
T
。
其
の
曲
る
所
を
朔
れ
ば
、
別
ち
司
馬
遼
・
班
閏
喜
び
て
依
奇
震
耀
。

言
を
為
L
、
実
に
以
て
こ
れ
を
導
く
有
れ
ソ
。
〈
中
暗
)
甚
だ
し
き
に
至
っ

て
は
胡
広
の
貧
府
聞
を
推
し
て
以
て
忠
直
を
抑
へ
て
都
夫
の
志
に
蹴
ひ
、
躍
的

道
の
逆
窃
を
伸
ベ
て
以
て
夷
盗
を
進
め
て
無
頼
の
欲
に
順
品
。
軽
薄
の
夫

一
五
六

は
、
妄
り
に
以
て
懐
慨
悲
歌
の
助
と
為
L
、
唯
識
の
子
は
、
喜
び
て
以
て

放
言
飾
説
の
資
と
為
す
。
此
く
の
若
き
の
流
は
、
允
に
残
賊
と
為
す
。
此

の
編
の
述
ぶ
る
所
は
、
敢
へ
て
姑
く
も
容
れ
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
蔵
書
』
が
道
徳
秩
序
を
破
壊
し
、
中
国
が
異
民

族
王
朝
に
支
配
さ
れ
る
社
会
的
素
因
を
醸
成
す
る
機
能
を
果
た
し
た
と
観
て
い

る
。
司
馬
遷
に
起
源
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
と
、
確
か
に
李
鈎

は
『
焚
書
』
の
「
自
序
」
で
、
『
蔵
書
』
を
『
史
記
』
に
擬
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
主
夫
之
か
ら
観
た
荷
書
の
共
通
点
を
探
っ
て
み
る
必
要
が
生
じ
る
。
王
夫

之
は
、
『
読
通
鑑
議
』
巻
一
ニ
「
漢
・
武
帝
」
で
、
司
馬
遷
が
旬
奴
に
降
伏
し
た

李
陵
を
弁
護
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

可
馬
遷
、
私
を
挟
み
て
以
て
史
を
成
す
。
班
囲
其
の
不
忠
世
磯
る
も
、
亦

允
な
り
。
李
陵
の
降
る
や
、
罪
較
著
に
し
て
掩
ふ
可
か
ら
ず
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
異
民
族
に
降
伏
し
た
者
及
び
投
降
者
を
弁
護
す
る
者

〔

9〉

を
非
難
し
て
己
ま
な
い
。
玉
夫
之
か
ら
観
れ
ば
、
君
臣
道
徳
一
を
軽
視
し
て
異
民

族
へ
の
投
降
者
を
弁
護
し
て
い
る
点
で
李
賢
と
司
馬
遷
の
見
解
は
共
通
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
明
朝
滅
亡
時
に
銭
謙
益
な
ど
、
清
朝
に
投
降
し
た
官
僚
が
沢
山

い
る
現
実
に
憤
り
を
覚
え
る
主
夫
之
に
と
っ
て
は
容
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
玉
夫
之
は
、
『
蔵
書
』
の
能
力
主
義
的
人
材
登
用
論
が
、
民
生

の
安
定
を
口
実
と
す
る
投
降
主
義
を
助
長
す
る
機
能
を
果
た
し
た
と
観
て
い

る
。
主
夫
之
の
批
判
が
、
歴
史
的
現
実
を
踏
ま
え
て
い
る
証
拠
に
、
『
掻
首

問
』
第
五
一
条
で
は
、

古
よ
り
小
人
の
寵
利
に
海
没
し
て
君
親
を
値
へ
ざ
る
者
は
、
即
ち
至
ら
ざ

る
所
無
L
。
(
中
略
)
竜
渓
窃
か
に
中
峯
の
説
を
釈
し
て
貧
・
唄
・
療
を

以
て
戒
・
定
・
慧
を
治
め
、
世
を
惑
は
し
民
を
認
ひ
て
自
り
、
李
賛
其
の
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邪
陥
を
益
し
て
諜
周
・
鴻
道
を
奨
め
て
方
正
の
士
を
話
致
す
。
時
局
中
、

邪
綾
田
危
な
る
者
は
、
依
り
て
身
を
安
ん
ず
る
の
計
を
為
し
、
猫
狂
の
言

を
ば
正
に
天
下
に
告
げ
て
復
た
開
出
現
す
る
無
L
。
書
を
以
て
張
文
烈
公

〔
家
玉
〕
に
薙
髪
し
て
出
降
せ
ん
こ
と
を
勧
む
る
者
有
り
て
日
く
、
「
揚

子
は
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
も
為
さ
ず
。
明
や
こ
れ
を
機
る
」

と
。
狂
惇
の
言
、
口
を
出
づ
る
時
、
人
の
討
笑
を
顧
み
ざ
る
こ
と
比
く
の

如
し
。
更
に
詩
を
作
る
者
有
り
て
日
く
、
「
謙
譲
は
何
ぞ
当
に
国
土
と
称

す
ベ
け
ん
や
、
李
陵
は
原
よ
り
家
声
に
塊
ち
ず
」
と
。
此
に
至
れ
ば
、
則

も
舜
天
子
と
為
り
、
果
陶
土
と
為
る
と
難
も
、
亦
こ
れ
を
如
何
と
も
す

る
わ
L
。
此
の
二
人
は
、
皆
進
士
を
以
て
家
よ
り
起
も
、
仕
へ
て
憲
司
に

至
る
者
な
り
。
ム
7
其
の
名
を
没
す
、
忌
畏
す
る
所
有
る
に
非
ず
。
『
春
秋
』

の
伝
に
謂
ふ
所
の
名
を
求
む
る
も
得
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
明
朝
に
忠
節
を
尽
く
し
て
抗
戦
す
る
張
家
玉
に
対
し
て
、
宗

族
や
郷
党
を
救
う
為
に
清
朝
へ
投
降
す
る
よ
う
勧
告
し
た
の
は
、
『
、
荒
唐
突
録
』

巻
一
入
「
二
張
列
伝
」
に
拠
る
と
、
も
と
明
。
愈
都
御
史
で
清
に
投
降
し
て
巡

撫
と
成
っ
た
玉
芋
で
あ
る
。
主
夫
之
は
、
明
朝
の
高
官
が
、
民
生
の
安
定
を
口

実
と
し
て
清
朝
に
投
降
し
た
現
実
に
憤
り
、
そ
の
よ
う
な
投
降
主
義
を
助
長
す

る
機
能
を
果
た
し
た
と
い
う
理
由
で
『
蔵
書
』
を
批
判
し
、
君
直
道
徳
の
破
壊

者
と
し
て
李
震
を
指
弾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
玉
夫
之
は
、
俗
文
学
評
価
に
せ
よ
、
三
一
数
合
一
論
に
せ

よ
、
『
蔵
書
』
に
せ
よ
、
社
会
的
階
層
的
倫
理
秩
序
を
乱
し
た
と
い
う
前
提
の

も
と
に
李
到
を
批
判
L
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
階
閥
的
利
益
を
李
殺
と
異
に
す

る
が
故
に
批
判
し
た
の
で
は
な
い
。
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主
夫
之
の
辛
費
批
判
に
つ
い
て

五

お
わ
り
に

玉
夫
之
の
李
賛
批
判
の
理
由
を
採
る
為
に
、
『
読
通
鑑
論
』
と
『
蔵
書
』
と

を
中
心
と

L
て
両
者
の
思
想
を
比
較
し
て
見
る
と
、
意
外
に
共
通
性
が
有
る
こ

と
に
気
づ
く
。
両
者
共
に
史
書
の
政
治
的
鑑
戒
性
を
重
視
し
、
経
世
致
用
の
学

問
を
志
向
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
実
主
義
的
観
点
か
ら
正
統
論
を
否
定
し
、
歴

史
的
社
会
的
変
化
の
必
然
性
を
認
め
、
尚
古
主
義
を
批
判
し
て
、
経
世
策
が
歴

史
的
に
変
化
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
道
徳
的
修
養
論
と
政
治
論
を
別
個
に
論
じ

て
い
る
。
両
者
と
も
、
士
大
夫
的
視
点
か
ら
、
中
固
と
夷
獄
の
強
弱
に
関
心
を

寄
せ
、
中
国
の
繁
栄
と
民
生
の
安
定
に
対
し
て
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
い
る
。

両
者
の
相
違
点
は
、
玉
夫
之
の
李
賢
批
判
の
実
態
に
現
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
李
賢
が
個
人
道
徳
よ
り
も
政
治
的
能
力
を
尊
重
し
て
能
力
主
義
的
人
材
登

用
論
を
説
き
、
君
臣
道
徳
よ
り
民
生
安
定
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
王
夫
之

は
道
徳
的
修
養
と
政
策
論
を
区
別
し
つ
つ
も
社
会
的
階
層
秩
序
と
君
臣
道
徳
を

絶
対
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
李
川
政
の
思
想
的
特
色
は
、
政
治
観
に
せ
よ
倫
理

観
に
せ
よ
、
理
念
的
画
一
性
を
拒
否
し
て
現
実
的
多
様
性
を
容
認
す
る
相
対
主

義
的
現
実
主
義
に
あ
る
。
王
夫
之
の
思
想
的
特
色
は
、
李
演
の
朱
子
学
批
判
を

止
揚
し
て
、
現
実
的
多
様
性
を
気
の
運
訪
変
化
に
依
っ
て
理
論
的
に
解
釈
す
る

現
実
主
義
主
、
常
に
社
会
的
倫
理
的
秩
序
性
を
意
識
的
に
志
向
す
る
道
徳
主
義

と
の
統
一
的
緊
張
に
あ
る
。

李
賛
は
万
麿
三
大
征
な
ど
の
明
朝
の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
人
材
登
用
の

必
要
性
を
痛
感
し
、
人
材
登
用
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
朱
子
学
的
道
徳
至
上
主

義
を
批
判
し
、
政
治
的
能
力
優
先
主
義
を
『
蔵
書
』
に
示
し
た
。
玉
夫
之
は
明

末
の
農
民
反
乱
し
乙
明
朝
町
波
亡
、
更
ょ
に
は
異
民
族
支
配
と
い
う
現
実
に
憤
り
を

一
五
七
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中
国
l
社
会
と
文
化

第

号

党
土
、
社
会
的
倫
理
的
秩
序
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
李
賢
の
道
徳
軽
視
を
批
判

し
た
。
玉
夫
之
の
求
め
た
道
義
性
と
は
、
為
政
者
は
民
衆
個
人
の
平
等
と
福
祉

を
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
代
的
意
味
で
の
道
義
性
で
は
無
く
、
階
層

倫
理
と
君
臣
道
徳
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
王
夫
之
は
、
社
会
的
道
徳
規
範
の
絶

対
的
価
値
を
保
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
的
課
題
を
担
っ
て
、
民
生
安

定
を
君
医
道
徳
よ
り
優
先
す
る
李
抽
出
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
蔵
書
』
は
明
末
に
在
っ
て
は
、
現
実
の
官
僚
人
事
に
不
満
と
憤
り
を
覚
え

る
士
大
夫
階
級
の
聞
に
流
行
し
て
愛
読
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
世
の
精
神
が
現
実

の
人
事
に
活
か
さ
れ
る
と
と
は
無
か
っ
た
。
『
蔵
書
』
の
政
治
論
が
、
明
朝
誠

亡
時
に
夷
獄
へ
の
投
降
主
義
を
助
長
す
る
機
能
し
か
果
た
さ
な
か
っ
た
と
い
う

現
実
を
前
に
し
た
玉
夫
之
に
と
っ
て
、
苓
貨
を
批
判
す
る
の
は
思
想
史
に
於
け

る
必
然
で
あ
る
。
だ
が
、
両
者
と
も
超
階
層
的
と
も
言
え
る
国
家
的
経
世
の
視

点
と
責
任
感
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
の
経
世
の
構
図
の
違
い
に
つ
い
て
、
溝
口
雄
三
「
い
わ
ゆ
る
東
林
派
人

士
の
思
想
|
前
近
代
期
に
お
け
る
中
国
思
想
の
展
開
」

Q
東
洋
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
七
五
冊
、
一
九
七
八
年
刊
〉
で
は
、
李
散
の
構
図
は
明
朝
の
専
制
体
制

の
危
機
を
皇
帝
一
元
的
な
支
配
権
を
強
化
す
る
こ
と
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
張

居
正
的
な
国
家
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
属
L
、
玉
夫
之
の
構
図
は
危
機
を
郷
村
地
主
主

導
の
分
権
公
治
的
な
君
主
主
義
を
追
求
す
る
東
林
派
的
郷
村
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
属

ハ

mv

す
る
と
怖
敵
L
、
こ
こ
に
両
者
の
対
立
理
由
を
想
定
し
て
い
る
。
思
想
史
展
開

の
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
は
有
力
な
仮
説
で
あ
る
が
、
個
別
の
思
想
家
に
つ
い

て
り
検
証
は
ま
だ
不
十
分
な
所
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
例
え
ば
、
李
践
は
張
居

正
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、
郷
村
町
連
帯
性
の
強
化
を
許
っ
て
張
居
正
に
反
対

し
て
弾
医
さ
れ
た
何
心
隠
を
も
評
価
し
て
お
り
、
国
家
ヘ
ザ
モ
ニ

l
に
単
純
化

主
八

し
切
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
玉
夫
之
は
、
確
か
に
東
林
系
朱
子
学
派
の

流
れ
を
波
む
が
、
同
時
代
の
顧
炎
武
や
東
林
系
陽
明
学
派
の
流
れ
を
波
む
黄
宗

義
と
同
様
の
地
主
経
営
的
視
点
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
今
後
、
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、
七
十
六
歳
の
高
齢
を
以
て
自
刻
し
、
自
ら
の
経
世
済
民
の
精
神

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
李
貨
の
凄
絶
な
生
涯
と
い
い
、
七
十
四
歳
で
没
す

ハ

nu

る
ま
で
、
僻
遠
の
石
船
山
に
「
活
き
埋
め
」
と
な
っ
て
儒
教
経
典
の
精
華
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
玉
夫
之
の
弧
高
の
生
涯
と
い
い
、
思
想
に
殉
じ
た
両
者

の
、
真
撃
な
土
大
夫
主
し
て
の
生
き
方
は
、
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
り
、
韓
日

に
値
し
よ
う
。

‘王(l
〉
拙
稿
「
李
簡
の
経
世
論

l
『
蔵
書
』
の
精
神
」
(
『
日
本
中
国
学
会

報
』
第
三
八
集
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
発
行
〉
参
照
。

(

2

)

李
季
平
『
主
夫
之
与
読
通
鑑
論
』
円
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
八
一
一

年
五
月
刊
〉
参
照
。

〔
3
)

溝
口
雄
三
『
中
冨
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』
(
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八

O
年
)
や
張
建
業
『
李
針
評
伝
』
ハ
福
建
人
民
出
版
社
、

一
九
八
一
年
〉
な
ど
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

〔4
V
底
本
と
し
て
、
王
失
之
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
『
船
山
遺
書
全
集
』

(
占
官
湾
、
自
由
出
版
社
、
一
九
七
二
年
重
編
本
)
を
用
い
、
併
せ
て
中

華
書
局
排
印
本
を
参
照
す
る
。
李
賢
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
『
李
温
陵

集
』
〔
台
湾
、
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
七
一
年
影
印
万
暦
刊
本
)
及
び

中
華
書
局
排
印
本
を
参
照
す
る
。
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主
夫
之
の
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、
稿
文
甫
『
王
船
山
学
術
論
叢
』

(
香
港
、
崇
文
書
扇
、
一
九
七
一
一
一
年
一
ニ
月
刊
〉
、
『
王
船
山
学
術
思
想
討

論
集
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
三
月
刊
〉
、
『
王
船
山
歴
史

観
与
史
論
研
究
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
三
月
刊
〉
等
を

参
照
。

ハ
E
U

王
夫
之
の
「
大
学
」
伝
十
章
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見

悟
「
王
船
山
に
お
け
る
理
と
気
む
問
題
」
(
『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
模

策
』
、
創
文
社
、
一
九
七
六
年
〉
に
よ
っ
て
、
「
個
人
と
家
と
が
単
な
る

教
育
の
カ
に
よ
っ
て
穏
当
に
維
持
さ
れ
る
に
対
L
、
国
家
と
天
下
は
法

制
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
性
が
強
調
さ
れ
る
」
と
い

う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(

7

)

拙
稿
「
李
卓
吾
評
『
忠
義
水
瀞
伝
』
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
』
第
七

一
輯
、
一
九
八
六
年
-
月
〉
参
照
。

(
8
〉
小
川
晴
久
「
玉
船
山
の
詩
論
そ
の
「
性
の
情
」
概
念
を
中
心
に
」

(
東
京
女
子
大
学
『
日
本
文
学
』
第
四
四
・
四
五
合
併
号
、
一
九
七
六

年
三
月
十
五
日
刊
〉
で
は
、
王
夫
之
の
寸
性
の
情
」
概
念
に
つ
い
て
、

「
階
級
的
自
覚
(
士
大
夫
、
君
子
と
し
て
白
〉
と
人
間
の
自
覚
の
緊
張

の
上
に
成
り
立
っ
た
統
一
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
観
念
は
た

え
ざ
る
情
と
性
の
葛
藤
と
い
う
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
運
動
的
矛
盾
棟
念
で

も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

(

9

)

上
原
淳
道
「
王
船
山
『
読
通
鑑
論
』
読
書
ノ
i
ト
」
(
『
政
治
変
動
期

に
お
け
る
学
者
自
生
き
方
』
、
研
文
出
版
、
一
九
八

O
年
刊
)
参
照
。

(
叩
)
小
野
和
子
「
束
林
党
と
張
居
正
|
考
正
法
を
中
心
に
」
(
小
野
和
子

編
『
明
清
時
代
の
政
治
と
社
会
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
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王
夫
之
の
李
賀
批
判
に
つ
い
て

九
八
三
年
刊
)
参
照
。

(
日
〉
工
工
夫
之
の
「
活
き
埋
め
」
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
高
田
淳
『
王
船
山

詩
文
集
』
(
平
凡
社
東
洋
文
庫
湖
、
一
九
八
一
年
刊
〉
等
を
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
要
旨
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

中
国
学
会
大
会
に
於
い
て
既
に
「
主
夫
之
の
史
論
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
て

い
る
。

(
北
海
道
大
学
助
教
授
)

五
九


